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today's guest 
ロアッソ熊本
2009 J2 第14位
J2通算対戦成績：３勝２分２敗
■2009成績
第17節　09/05/24　岐阜1-0熊本
第24節　09/06/28　熊本5-2岐阜
第37節　09/09/02　熊本2-5岐阜
■2010成績
第04節　10/03/27　熊本1-0岐阜

◇逆転してからの再逆転負けは、ちょっと堪えます……。
今年の『東海北陸ダービー』は１勝１敗。
富山3-2岐阜【第20節】

●ＦＣ岐阜はアウェイで富山と対戦し２対３で逆転負け。押谷選手と佐藤選手のゴール
で２対１と逆転したまでは良かったが……。とにかく今は我慢の時。これからもサポー
ターがＦＣ岐阜の応援を。ＦＣ岐阜頑張れ！
（ハマッチ）
●先制されたのを一時期は追いつき、逆転に成功しただけに非常に残念な結果になって
しまった。ＤＦが裏を取られるケースが非常に多く、特に両ＳＢが機能していなかった。
後半途中からは全体的に足が止まってしまった。ひたむきに走り続けるのが、岐阜のサ
ッカーの真骨頂のはず……それができずに、逆に相手にそれをやられてしまっては勝利
なぞおぼつかない。あとは早い段階で交代枠を２つも使わざるを得なかったのは誤算。
試合に向けて万全のコンディションで臨む必要性があるのに、そこでコンディションを
落としてしまうとはどんな調整を行っているのか？改めて調整法の見直しを図る必要が
あると思う。
（岐阜の誇り）
●リーグ後半戦のスタートは、開幕戦と同じ東海北陸ダービー。これまで富山県勢には
苦戦していたＦＣ岐阜だが、昨年のアウェイで完勝、今年の開幕戦では逆転勝利。今節
も勝利して「相性の悪さ」を解消したいところ。
今節は所用により、ＴＶの前から勝利の念を送る。しかし…「先制を許す→立て続けに
得点して逆転→立て続けに失点して再逆転＝負け」なんて展開、今までＦＣ岐阜の試合
であっただろうか？逆転負けは何度かあるし、タコ殴りも経験（苦笑）したが、再逆転
負けは僕の記憶には無い。現地に行ったサポーターの落胆ぶりは想像に難くない。暑い
時期にこそ、ＦＣ岐阜の特徴である「最後まで諦めずひたむきに走りきるサッカー」が
生きるハズ。だから昨年は夏場に『長良川劇場』が続いたのだと、僕は思っている。
ところが、今節は（倉田監督の体調管理ミスだそうだが…）後半に富山より先に足が止
まってしまい、更には「シュートで終われない」「ボールウォッチしてしまう」「攻守
ともファーサイドをケアしていない」等の悪い癖が出て、連続失点してしまった。その
後は前掛かりに攻める積極性と意地をみせたが、決めきれずに敗戦。つい、富山に再同
点にされる前にもっと攻めて、追加点を奪うことができていたら…と思ってしまう。
試合に「たら・れば」は禁物なのに。さて、今節はJ昇格同期・熊本戦。今は後塵を拝し
ているが、やはり負けたくない相手だし、ホーム戦とあってはなおさら。イヤな流れを
断ち切るためにも、選手達には最後まで積極的に走り続け、シュートを撃ち続けて欲し
い。その姿にスタジアムはヒートアップし、選手と観客が一体となった『メドウ劇場』
で勝利を掴み取ることができると信じている。
（ささたく）
●再開後の初アウェイは、ちょうどリーグ戦の折り返し点。奇しくも開幕戦の相手・富
山との一戦は２－３の逆転負け。結果はもちろん、内容にも満足できるハズもないけど、
それでも誤解を恐れずに言えば、前節の愛媛戦よりも納得はできた。冷静に考えれば、
２試合ともシュートは７本ずつ。相変わらずの少なさではあるが、ボクの感覚だと愛媛
戦は「そんなに撃ってたか？」だし、富山戦は「それだけしか撃ってなかったっけ？」
となる。流れの中から得点したかどうかの違いだと思うが、たぶんボクがちゃんと見て
ないという証拠かもしれない（苦笑）。�
この試合の明暗を分けたポイントのひとつに選手交代が挙げられるのではないだろうか。
前半途中の優大の交代は、洸一がファーストタッチで結果を出してくれたから帳消しか
もしれないけれど、後半頭からではなく開始２分の池上→和範、逆転されてからの野垣
内→阪本は、特に効果的なものではなかった。どちらかといえば、しかたなく・・とい
った感が強い。逆に富山の交代は後半途中までガマンして、６５分～７５分までの短時
間にフレッシュな選手を立て続けに投入。見事逆転勝利に結びつけている。
試合後、倉田監督が語ったように「コンディショニングのミス」というのが事実なら、
それはプロとしてとても残念なことじゃないのか？と思うが、理由として納得ができな
いこともない。二度とそんなことがないようにしてほしい。
ただ、苦言を呈すれば、あまりにも最終ラインと両サイドの守備はヌルかった。開幕前
から守備のブロックを固めることに重点を置いてきたと思ったが、それにしてはいささ
かいただけない内容だった。しかも、相手は下位のチーム。上位を狙うなら取りこぼし
てはいけないハズ。これからは今まで以上に集中して試合に臨んでほしい。
そして、今度の相手は熊本。昇格同期とはいえ、的確な補強を進め現在Ｊ１昇格も狙え
る位置にいる上位チーム。中断期間中には実績のあるＦＷを獲得し、さらに力をつけて
いる。モチベーションも高いだろう。選手たちにはここ二試合の反省を活かし、十分な
意欲と闘志と体調をもって試合に臨み、ぜひとも勝利を勝ち取ってもらいたい。期待し
ている！（ぐん、）

  2010J.League Division2 第21節 ロアッソ熊本 戦
 8/8（日）18:00～　＠長良川球技メドウ

2010J2■暫定順位表■第20節
（*は消化試合が１少ない）
勝点、得失点差、得点、失点、岐阜戦の
戦績（岐阜から視て）
 １ 柏　　 45p +24 36 12 H● 
 ２ 甲府　 40p +15 35 20 H● 
 ３ 千葉　 35p +17 37 20 A●
*４ 福岡　 30p +13 29 16 A○
 ５ 鳥栖　 30p  +2 25 23 A● 
 ６ 熊本　 30p  -2 19 21 A● 
 ７ 栃木　 29p  +7 26 19 A● 
 ８ 徳島　 28p  -1 26 27 A●
 ９ 東京Ｖ 27p  +4 19 15 H● 
 10 横浜FC 23p  -2 28 30 A●
 11 札幌　 23p  -3 20 23 H○
 12 愛媛　 22p  -2 16 18 H△
 13 岐阜　 22p -11 16 27 --- ---
*14 水戸　 21p  -5 14 19 H○ 
*15 大分　 19p  -7 23 30 A●
 16 岡山　 19p -10 10 20 H○
 17 富山　 19p -14 22 36 H○ A●
 18 草津　 17p -12 16 28 H○ 
 19 北九州 12p -13 10 23 A○
 

次回HomeGame
第23節
ジェフユナイテッド千葉戦

8/22（日）18:00

@長良川球技メドウ
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■編集子より■

ご愛顧いただきありがとうございます。

今シーズンは２年ぶりに「全ホームゲ

ーム」での発行を目標にしますので、

よろしくお願い致します。



●吉本が倒されて笛が鳴った時、「ヨッシャァ～ッ」と叫び
つつ、心の中では「ラッキー」とほくそえむ自分がいた（苦
笑）あれがＰＫかどうかは素人目にはわかりづらいが、「と
にかく、これで同点！」と思った次の瞬間ふと疑問が浮かぶ。
「誰が蹴るんだ？PK」
今季の岐阜は、ここまで一度もＰＫを決めていない。昨季ま
では、当然のようにボールを取りに行く選手がいたんだが…。
案の定、誰もボールを取りに行く様子がない。最終的には染
矢がセットしたが、何だか消去法で蹴ることになったみたい
で正直不安でたまらなかった（染矢、ゴメン！）
結局、この染矢の今季初得点でなんとか勝ち点を取ることが
できたが、ホントどうしていつもいつも愛媛とやるとスッキ
リしない試合になるんだろうね？比較してみれば、ひいき目
もあるだろうが岐阜の方がよく見えた。とはいえ、結果はド
ロー。わずかな差だけど、ウチの方が上位なのだから内容だ
けでなく結果も出してほしい。
この物足りなさというか、もやもや感の原因はやはり得点が
ない、もしくは少ないこと。さらにいうと決定機がない、シ
ュートが少ない。コレに尽きると思う。スカパー！でやって
る「Ｊリーグ・アフター・ゲーム・ショー」のチーム別シュ
ートランキングでも、岐阜はみごとなくらい（単独ではない
にせよ）ずっと最下位を走っている。もちろん、シュートか
どうかの判断はスカパー！の主観ではあるが、それでも岐阜
より下位のチームにも負けているということだ。この試合も、
終盤からロスタイムは愛媛の方が決定機を演出し、なんとか
しのいだ、負けを逃れたという気分にさせられる。それなり
にチャンス、あるいはチャンスの芽を作ってはいるが、シュ
ートに至る直前でミスが出ているような気がする。「素早く、
正確に」の正確さに欠けることが多いのは、どうしても焦っ
てしまうからなのか？
この試合を見に来た人の中には、アウェイまで駆けつける人
もいればホームは皆勤という人もいる。そういうＦＣ岐阜に
のめり込んだ人が何よりも見たいのは「ゴール」であり、そ
の集大成としての「勝利」だと思う。そして、そういうＦＣ
岐阜にのめり込んでいる人だけではなく、たまたま来た人や
初めて来た人も少なからずいるわけで、そういった人たちに
とっても最高のプレゼントは「ゴール」と「勝利」。その興
奮と感激をいっしょに来た人と……だけではなく、隣にいた
人、すれ違った人と握手したりハイタッチを交わしたりする
こと。そして、選手たちとともに「万歳四唱」をすること。
そうやって歓喜を分かち合うことで、共に行こうという気持
ちが湧き上がってくるんだと信じている。決して、アウェイ
をないがしろにするつもりはないが、ホームではもっと積極
的にシュートを撃とう！常にゴールを狙おう！「オレが決め
る！」という闘志が見たい！
「攻撃は最大の防御」－前掛かりになっている時にボールを
奪われれば、失点する確率は多くなる。攻めた後の切り替え
をするためにも、ムダな体力を使わないためにも、攻撃に転
じたらシュートを撃とう。そういう勇気を与えるために、ボ
クらはココにいる。共に最後まで戦いましょう。ぜひとも、
万歳四唱がやりたいです！
（ぐん、）
●中断明け後初めての試合は１－１、今期初の引き分け。こ
れまでは、先制を許すと追いつくことも出来なかっただけに
ＰＫとはいえ追いつくことが出来たことをまずは評価したい。
新加入の池上は、やはりブランクもあってか９０分プレーす
ることはできなかったが復帰初戦にしてはまずまずの動きで、
使えるメドは立ったのではないかと思う。
（岐阜の誇り）

◇ワールドカップ中断後の試合は
互いにPKでドロー。
岐阜1-1愛媛【第19節】

●審判の稚拙さが目についた試合でした。試合を客観的にコ
ントロールできていませんでした。レベルUPを求めます。我
がチームは池上君・西川君・染矢君は光ってましたが、野垣
内君と橋本君が今一つの出来だったのが残念です。後半戦に
期待します。
（ミスター珍道）
●ＦＣ岐阜は長良川で愛媛FCと対戦し１対１で引き分け。元
グランパスの福田健二選手に先制のＰＫを決められて苦しい
展開になるも後半４２分に染矢選手が同点のＰＫを決めて、
１対１の引き分け。今は粘り強く勝ち点をとりに行く事が大
事。これからもサポーターがＦＣ岐阜の応援を。ＦＣ岐阜頑
張れ！
（ハマッチ）
●勝てた試合だった。消化試合の関係で、長い中断期間とな
ったＦＣ岐阜が、どのような戦いを見せるか注目されたが、
新加入の池上をいきなりスタメンで起用し、選手構成を若干
変えてのスタート。
その影響、という訳ではないのだろうが、前半は流れが悪か
った。おそらくすべてのプレーを「一発でいきすぎた」から
だと思われる。ディレイさせたい場面で一発でタックルにい
ってさらに傷口を広げる、ＤＦラインで落ち着いて処理でき
るところでも、ロングボールを蹴り込もうとしたのか、ミス
キックになって、相手に渡ってしまったり、攻撃においては
パスミスが散見した。また、ディフェンスラインで不用意に
「持つ」シーンが多く、そこでのパスを相手にカットされピ
ンチを作られた、というシーンもあった。これは個人的なサ
ッカー観になってしまうかもしれないが、ディフェンスライ
ンで横パスを意味もなくつなぐのは、このようにピンチを招
く危険性があり、あまり歓迎されない。パスコースがないの
なら、ロングボールを放り込んだ方がいいと思うのだが。不
用意に危険な位置でボールを奪取されるくらいならセカンド
ボールで何かが起こるかもしれない。こういった展開の時は
ずっとましだ。また、こういった前半のような状況下では、
流れを変えるミドルシュートも欲しいところだ。
Ｊリーグの公式球ジャブラニはＷ杯でも世界の名だたるＧＫ
をさんざん手こずらせた。ＶＴＲで見ていても不規則に変化
しているのは分かるから、やはりもっとシュートを打っても
いいのではないかと思う。実際、愛媛ＧＫ山本がクロスボー
ルの処理を誤ってファンブルしたシーンがあったが、スタン
ドからボールが揺れていたように見えた。やはりこのボール、
相当「曲者」なのだろう。
両者得点の生まれないまま迎えた後半、ＦＣ岐阜は全く別の
チームのように生まれ変わり、攻勢に出る。ハーフタイムに
指示なども出たのだろうが、「積極性」が出たように映った。
連動した動き出し。流動性のあるパス回し、「フィニッシュ
まで行くんだ」という気持ち。流れをつかみ、愛媛を自陣に
釘付けにし、「得点は時間の問題」かと思われた。しかし、
再三あったセットプレーのチャンスを生かせないなど、肝心
の得点が決まらない。こうなると「流れ」が相手にいってし
まうのがサッカー。後半２６分、ＰＫを取られてしまい、こ
れを福田に沈められ、０－１。 
その後は愛媛の体を張った守備に遭い、敗色ムードが漂う中、
後半４２分、今度は岐阜にもＰＫが与えられる。これを染矢
が決めて１－１。しかし追撃もここまで。再開後初戦は何と
も後味の悪いドロー発進となった。
(愛媛FCのマスコットのデザインは漫画「オレンジ」の作者)

本庄工業株式会社
http://www.honjo-woodream.com/



●カレンダーのアヤと言ってしまえばそれまでだけど、この
ワールドカップ中断明け初戦が「お休み」になってしまった
のは、開幕戦がお休みだったヴェルディと同様に、ちょっと
不運だったかな…と感じながら、他クラブより１週遅く臨ん
だ愛媛戦。カレン・ロバートが熊本に行ったりと移籍もあっ
て、我がＦＣ岐阜にも池上がやって来た。そんな彼がいきな
り先発。メンバーを決める傾向があるように思える倉田監督
の信頼を既に得ているということかな。
その池上君。いやいや十分に戦力になります。彼が動いてい
ろいろこなしてくれる分、橋本がやりやすくなったように思
えた。橋本からボールがうまく出て行くと岐阜の攻撃は活性
化する。スタミナの問題からか途中で下がった池上だけど、
地味めながらいい選手を獲得したと思う。期待です。
で、肝心の試合なんですが、ウチの両サイドが狙われるのは、
こう言っちゃナンだが“お約束”。でも、このお約束に愛媛
が拘ってくれて助かったような感じはあった。センターに福
田という強力なＦＷがいるのだから、彼がポストになってボ
ールキープしてる間に彼を追い越すようなサイドの仕掛けを
されたり、逆に彼がドリブルでゴリゴリ抜きにかかってファ
ールをもらうとかのバリエーションを出されたらキツかった
かも知れない。でも、この日の吉本だったら、福田にそんな
プレーをされても抑え切れたかも。
ウチがボールを持った時の愛媛守備陣のアタックラインが結
構高くて、この暑さでそのプレスラインを維持するのは無理
でしょう岐阜に住んでればわかります（笑）といった感じだ
ったので、前半を凌げば後半２５分ごろには夏の長良川名物
『岐阜タイム』モード突入だな！と愉しみにしてたら、予想
以上に愛媛の消耗が早くて後半１５分には『岐阜タイム』が
やって来てしまった。ここで仕留められなかったことがポイ
ントの１。ポイントの２は、『岐阜タイム』開始が早過ぎた
こともあるのだけど、『岐阜タイム』持続時間が去年より短
いような気がする。不運ではあるけど、あのハンドを見逃し
たら審判クビだよという吉本のハンドでＰＫ取られ先制され、
その吉本が倒されて得たＰＫを染矢が決めて追いついて。も
し追加点をゲットして勝利出来たら、エイデン様のテレビは
吉本でＯＫだったんじゃないかな。
ただ、問題は毎度まいどの終了間際のバッタバタのやられた
い放題。昨年秋のホーム愛媛戦も、終了間際のバタバタでや
られた（同点にされた）んじゃなかったっけ？相手ＦＷジョ
ジマールの絶不調に助けられたとしか見えなかった勝ち点１
の獲得。負けずに済んだ＝勝ち点が取れたのは評価出来るん
だけど、ちゃんと守り切れたわけじゃないという点では不安
の残る試合だった。
（吉田鋳造）

●いよいよ中断明けの初戦。この１ヶ月でどれだけチームが
成長したのか、そしてリーグ後半戦に向けて今年も「メドウ
劇場」を観ることができるのか、実に楽しみな一戦。
ところが、だ。夕方のキックオフとはいえ、熱中症になって
しまうんじゃないか？と思うぐらい厳しい猛暑の残光が選手
達に影響したのか。あるいは久しぶりの実戦で試合勘が戻っ
ていないのか。休養充分なはずのチームに、あまり勢いが感
じられない。確かに個々のフィジカルは成長している様で、
相手のボールは奪えているのだが、すぐにパスミス等でボー
ルを失い、再びボールを奪い…というような中盤でのボール
回しが多く、敵ゴール前での決定機が作れないまま、前半終
了。シュート数は岐阜が２本で愛媛が１本。これでは…（苦
笑）。
後半になると、両チームとも前掛かりになってきて試合が動
き出す。岐阜にも勢いが出てきて、立て続けに染矢のクロス
がフリーでゴール前を横切る…が、詰め切れておらず得点に
は繋がらない。すると、吉本が不運なハンドでPKを献上し、
先制されてしまう。その後も更に攻めたてるが、なかなかゴ
ールに繋がらない。残り５分を切って時間が気になりだした
頃、敵ゴール前の競り合いで今度はＰＫ獲得！倒れた選手は
…と見たら、なんと今度も吉本だった（苦笑）。これを染矢
が落ち着いて決めて、まずは同点。さぁ次は逆転…と勢いづ
いたが、今度は逆襲され、何度もあわや失点の大ピンチ。敵
ＦＷのミスやクロスバーに救われ、そのまま試合終了となっ
たが、「勝ちたかった」という悔しさと、「負けなくて良か
った」という安堵感とが入り交じった、今季初の引き分けだ
った。
ともあれ、今後もしばらくは蒸し暑い気候での試合となるだ
ろう。先制されたものの最後まで走りきって追いついた、と
いう意味では「メドウ劇場」の片鱗は見られたのかもしれな
い。（ささたく）
●ワールドカップ明けの緒戦は１週間休みで１試合他クラブ
より遅れての愛媛戦から。他クラブが既に１戦こなした中で
岐阜との試合勘の差は危惧するところ。個人的には休みの間、
ずっと東海１部ばっか見てたので目が付いていけるかどうか
も危惧していた。
この試合、刈谷から新加入のＭＦ池上がいきなり先発でデビ
ュー。僕は刈谷での池上は少ししか見てないが、彼が骨折で
離脱してからの刈谷の落ちっぷりを知っているので少なくて
も刈谷では替わりの利かない選手だったのは間違いない。そ
してそれは主将の菅を退けてまでスタメンに抜擢された点か
らしても岐阜においても実力は認められるものだったのだろ
う。後は実戦での勘や体力面での不安はあったが、クレバー
な選手だったし問題はさほどでもないと思った。
試合が始まってすぐに愛媛がかなり高い位置でプレスをかけ
ていると感じた。この真夏にアウェイでこんなハイプレスか
けて９０分持つとは考え難い。しかし、福田って切り札を持
つ分高い位置で奪われて福田に早く渡されたら非常に危険。
そういう意味ではどこまで耐えれるかな……と不安はあった。
話を池上に戻すが、岐阜緒戦でのパフォーマンスは十分合格
点だったと思う。昨年の菅と橋本の橋本の仕事を彼なりにし
ていると感じた。橋本がより攻撃的になれる分、この２名の
相性はかなり良いと感じた。菅もうかうかしていたらボラン
チでの居場所を失いかねないレベルだ。ハイレベルでのポジ
ション争いで己の成長に繋げて欲しい。
ただチームとしてのパフォーマンスは決して及第点とは言い
難い。特に攻撃面での些細なミスが目立った。１つのパス、
１つのトラップのミスがチャンスを潰す直因になるのはもっ
たいない。
引き分けって結果自体は妥当だったし納得もしている。倉田
さんの采配も理に適っていた。後は個々の伸び代次第だ。チ
ームの向いている方向は間違ってない。
（ジュニア）

何も無い店だけど・・心の花が咲く・・ 
　何も無い店だけど・・心　癒される・・ 
　　忘れかけていた喫茶店がある

岐阜市昭和町３丁目（木ノ本公園東）　

「いらっしゃいませ」より

「おかえりなさい」が似合う

アットホームな韓国料理店。

『チヂミ屋』は
JR岐阜・名鉄岐阜駅
から徒歩３分。
休：日曜日

（今日はお休みです）




